
（予定） 

ＥＢＰＭの推進に関する取組状況 

 
 

【令和４年】 

11月 「ＥＢＰＭガイドブック ver1.0」の公表 

・ＥＢＰＭを実践する上での基本解説書 

「アクティビティの特徴に応じた政策効果の測定のポイント」の公表 

・事業のアクティビティ（例：広報・普及啓発）の特徴ごとに、政策効果の測り方の

ヒントを整理したもの 

 

【令和５年】 

３月 行政改革推進会議（第 52回） 

・ＥＢＰＭ推進委員会等の推進体制整備（行政改革推進会議の下に整備） 

・短期・中期・長期アウトカムを整理し、指標の設定理由・根拠を記載するなど行

政事業レビューシートの記載内容の変更 

・29テーマを重点フォローアップ対象事業として選定（伴走支援の実施） 
 

４月 第１回ＥＢＰＭ推進委員会 

・藤井内閣官房副長官補から、行政事業レビューを見直し、全ての予算事業にＥＢＰ

Ｍを導入した趣旨等について説明。次官以下の幹部に周知徹底するよう指示 
 

９月 第２回ＥＢＰＭ推進委員会 

・４府省（法務省、外務省、国土交通省、原子力規制委員会）の改善例等について発表 

・優良事業改善事例について報告 
 

11月 秋のレビュー（以下のＥＢＰＭに関する指摘あり） 

・アウトカムの再検討、改善に資する更なるアウトプットの把握をすべき 

・年限を区切った目標設定、都道府県レベルだけでなく国レベルの KPI設定をすべき 

・事業の効果検証に必要なデータや情報をあらかじめ整理し、デジタルでとる準備をすべき 

・現場の、より解像度の高いエビデンスを実装すべき 

課長補佐級行政研修 

・特定の政策課題に関するロジックモデルの作成を通じて、ＥＢＰＭの実践方法

を学ぶ。（講師：亀井善太郎先生） 
 

12月 「行政事業レビューシート 政策効果の測定のポイント」（仮称）の改訂 

・調査事業、審査・監督等のアクティビティを追加 

 

【令和６年】 

引き続き、各府省の要望等に応じた伴走支援を実施 

資料３ 


